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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成21年6月18日(2009.6.18)

【公表番号】特表2008-534927(P2008-534927A)
【公表日】平成20年8月28日(2008.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2008-034
【出願番号】特願2008-503065(P2008-503065)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/547    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/577    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 305/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｓ
   Ｇ０１Ｎ  33/547   　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/577   　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 305/14    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/44    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料と、ドセタキセルに反応する抗体と、一般式
【化１】

（式中、Ｂは－ＣＨ２－、
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【化２】

又は
 
【化３】

であって、Ｙは有機スぺーシング基、Ｘは担体に結合可能な官能基、ｐは０から１の整数
である）
 
の化合物、
　一般式

【化４】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
 
の化合物、
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【化５】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
 
の化合物
及びその混合物から選択された配位子を伴う担体の共役とを含む混合物を準備することを
含む試料中のドセタキセル検出のための免疫測定法であって、
　試料中のドセタキセル及び前記共役を前記抗体と結合させ、その後、前記抗体に結合又
は未結合の前記混合物中の前記共役量を測定し、それによって試料中のドセタキセルの存
在を測定することができることを特徴とする免疫測定法。
【請求項２】
　請求項１記載の免疫測定法であって、一般式ＩＩ－Ａ、ＩＩ－Ｂ及び／またはＩＩ－Ｃ
の化合物においてｐは０であることを特徴とする免疫測定法。
【請求項３】
　請求項１記載の免疫測定法であって、一般式ＩＩ－Ａ、ＩＩ－Ｂ及び／またはＩＩ－Ｃ
の化合物においてｐは１であることを特徴とする免疫測定法。
【請求項４】
　請求項１又は２記載の免疫測定法であって、一般式ＩＩ－Ａ、ＩＩ－Ｂ及び／またはＩ
Ｉ－Ｃの化合物において、Ｙは１から１０の炭素原子を含むアルキレン、

【化６】

【化７】

又は
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【化８】

又は
【化９】

であり、式中ｎ及びＯは０から６の整数であり、ｍは１から６の整数であることを特徴と
する免疫測定法。
【請求項５】
　請求項１から４いずれか一項に記載の免疫測定法であって、一般式ＩＩ－Ａ、ＩＩ－Ｂ
及び／またはＩＩ－Ｃの化合物において、Ｘは、

【化１０】

【化１１】

又は
【化１２】

であり、式中Ｒ３は水素又はそれに結びつく酸素原子と一緒に得られる反応エステルであ
り、Ｒ４は酸素又は硫黄であることを特徴とする免疫測定法。
【請求項６】
　請求項１から５いずれか一項に記載の免疫測定法であって、一般式ＩＩ－Ａ、ＩＩ－Ｂ
及び／またはＩＩ－Ｃの化合物において、Ｘは、
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【化１３】

であり、Ｒ３は水素であることを特徴とする免疫測定法。
【請求項７】
　請求項１から５いずれか一項に記載の免疫測定法であって、一般式ＩＩ－Ａ、ＩＩ－Ｂ
及び／またはＩＩ－Ｃの化合物において、Ｘは、
【化１４】

であり、Ｒ３は反応エステルを形成することを特徴とする免疫測定法。
【請求項８】
　請求項７記載の免疫測定法であって、一般式ＩＩ－Ａ、ＩＩ－Ｂ及び／またはＩＩ－Ｃ
の化合物において、形成されたエステルは低級アルキルエステル、イミドエステル又はア
ミドエステルであることを特徴とする免疫測定法。
【請求項９】
　請求項１から８いずれか一項に記載の免疫測定法であって、試料はヒトの試料であるこ
とを特徴とする免疫測定法。
【請求項１０】
　請求項１から９いずれか一項に記載の免疫測定法であって、前記抗体は、一般式
【化１５】

（式中、ｐ，Ｙ及びＢは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりで、Ｘは担体に結
合可能な官能基である）
 
の化合物、
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一般式
【化１６】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
 
の化合物、
一般式
【化１７】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
 
及びその混合物を含むグループから選択された配位子に連結する免疫原担体を有する免疫
原から生成されることを特徴とする免疫測定法。
【請求項１１】
　請求項１０記載の免疫測定法であって、前記抗体は、一般式



(7) JP 2008-534927 A5 2009.6.18

【化１８】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の配位子を伴う免疫原担体の免疫原から誘導されることを特徴とする免疫測定法。
【請求項１２】
　請求項１０記載の免疫測定法であって、前記抗体は、一般式
【化１９】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の配位子を伴う免疫原担体の免疫原から誘導されることを特徴とする免疫測定法。
【請求項１３】
　請求項１０記載の免疫測定法であって、前記抗体は、免疫原ポリアミンポリマー及び一
般式
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【化２０】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の配位子から誘導されることを特徴とする免疫測定法。
【請求項１４】
　請求項１から１３いずれか一項に記載の免疫測定法であって、前記抗体は固形支持体に
付着していることを特徴とする免疫測定法。
【請求項１５】
　請求項１４記載の免疫測定法であって、前記固形支持体はマイクロタイタープレートで
あることを特徴とする免疫測定法。
【請求項１６】
　請求項１４記載の免疫測定法であって、前記固形支持体は微粒子であることを特徴とす
る免疫測定法。
【請求項１７】
　ドセタキセルに反応し、実質的にタキソールに反応しないことを特徴とする抗体。
【請求項１８】
　請求項１７記載の抗体であって、前記抗体は、一般式

【化２１】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の化合物、
一般式
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【化２２】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
 
の化合物、
一般式
【化２３】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
 
の化合物及びその混合物を含むグループから選択された配位子に連結された免疫原担体を
含む免疫原から生成されることを特徴とする抗体。
【請求項１９】
　請求項１８記載の抗体であって、前記抗体は、一般式
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【化２４】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の配位子を伴う免疫原担体の免疫原から誘導されることを特徴とする抗体。
【請求項２０】
　請求項１８記載の抗体であって、前記抗体は、一般式
【化２５】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の配位子を伴うポリアミンポリマーの免疫原から誘導されることを特徴とする抗体。
【請求項２１】
　請求項１８記載の抗体であって、前記抗体は、一般式
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【化２６】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の配位子を伴う担体の免疫原から誘導されることを特徴とする抗体。
【請求項２２】
　請求項１から１６いずれか一項に記載の免疫測定法または請求項１７から２１いずれか
一項に記載の抗体であって、前記抗体はマウス、ウサギ又はラットから誘導されることを
特徴とする免疫測定法又は抗体。
【請求項２３】
　請求項１から１６いずれか一項に記載の免疫測定法または請求項１７から２１いずれか
一項に記載の抗体であって、前記抗体はモノクロナール抗体であることを特徴とする免疫
測定法又は抗体。
【請求項２４】
　一般式

【化２７】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
であることを特徴とする化合物。
【請求項２５】
　一般式
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【化２８】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
であることを特徴とする化合物。
【請求項２６】
　一般式
【化２９】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
であることを特徴とする化合物。
【請求項２７】
　請求項２４から２６いずれか一項に記載の化合物であって、前記担体はポリアミンポリ
マーを含むことを特徴とする化合物。
【請求項２８】
　一般式
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【化３０】

（式中、Ｂ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりであり、
 
Ｘ´は－ＣＨ２－又は担体に結合可能な官能結鎖基である）
の配位子一部分に連結した担体を含むことを特徴とする共役。
【請求項２９】
　一般式
【化３１】

（式中、Ｂ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりであり、
 
Ｘ´は－ＣＨ２－又は担体に結合可能な官能結鎖基である）
の配位子一部分に連結した担体を含むことを特徴とする共役。
【請求項３０】
　一般式
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【化３２】

（式中、Ｂ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりであり、
 
Ｘ´は－ＣＨ２－又は担体に結合可能な官能結鎖基である）
の配位子一部分に連結した担体を含むことを特徴とする共役。
【請求項３１】
　請求項２８から３０いずれか一項に記載の共役であって、前記担体はポリアミンポリマ
ーを含むことを特徴とする共役。
【請求項３２】
　請求項２８から３１いずれか一項に記載の共役であって、Ｘ´は、
【化３３】

又は
 
【化３４】

であり、Ｒ４は酸素又は硫黄であることを特徴とする共役。
 
【請求項３３】
　請求項２８から３２いずれか一項に記載の共役であって、前記ポリアミンポリマーは免
疫原ポリマーであることを特徴とする共役。
【請求項３４】
　分離した容器に詰められた試薬を含む患者試料中のドセタキセルの存在を検出するキッ
トであって、
試薬の１つはドセタキセルに反応し、他の試薬は一般式
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【化３５】

（式中、Ｂ、Ｘ、Ｙ及びｐは請求項１から８のいずれかで規定されるとおりである）
 
の化合物、
　一般式
【化３６】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
 
の化合物、
【化３７】

（式中、Ｂ，Ｘ，Ｙ及びｐは上述のとおり）
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の化合物
及びその混合物から選択された配位子を伴う担体の共役であることを特徴とするキット。
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